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　小児保健研究83巻3号をお届けします。小児保健に関わ
る多様な職種からの内容が掲載され，小児を取りまく問題
点をさまざまな観点から考察し，健やかな成長と両親の子
育てを支援するための情報を共有できます。
　本号の総説では，小児医療従事者として知っておきたい
熱中症の予防法が掲載され，視点は，保育所における感染
症対策ガイドラインについての大変示唆に富む内容です。
　私が小児歯科医のため，小児歯科のトピックを少し紹介
します。近年小児歯科では口の悪習癖，食べ方，発音など
の口腔機能の発達支援の重要性が増しており，関連する職
種との連携の必要性が高まっています。小児歯科では「食
べる機能」，「話す機能」，「その他（体格，口腔習癖など）」

などが十分に発達していないか，正常に機能獲得ができて
いない小児のサポートに着目し，2018年からこれらを小児
の「口腔機能発達不全症」とし，治療に保険が適用される
ようになりました。ただし，この診断の根拠となる諸検査
はまだ規格化されているとは言えず，現在，口腔機能を客
観的に評価するための多くの研究が進められています。今
後，諸検査の規格化が進めば，診断や治療評価が客観化さ
れ，子どもたちに有効な治療として還元されるものと期待
されます。
　今後も皆様からの本誌への多くの投稿をお待ちしており
ます。

（清水　武彦）
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